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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。 

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。  

回次 
第28期

第３四半期 
累計期間 

第28期
第３四半期 
会計期間 

第27期

会計期間 

自 平成20年
４月１日 

至 平成20年 
12月31日 

自 平成20年
10月１日 

至 平成20年 
12月31日 

自 平成19年
４月１日 

至 平成20年 
３月31日 

売上高（千円）  5,229,679  1,809,308  5,921,534

経常利益（千円）  74,727  26,219  42,997

四半期（当期）純利益（千円）  35,991  12,443  16,035

持分法を適用した場合の投資利益（千円）  －  －  －

資本金（千円） －  432,280  432,280

発行済株式総数（株） －  5,738,000  5,738,000

純資産額（千円） －  901,844  865,853

総資産額（千円） －  6,588,518  5,286,954

１株当たり純資産額（円） －  157.17  150.90

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  6.27  2.17  2.79

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円） 
 －  －  －

１株当たり配当額（円）  －  －  －

自己資本比率（％） －   13.7  16.4

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 106,947 －  50,963

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △1,072,829 －  △489,890

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 1,166,219 －  340,651

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円） 
－  529,288  328,950

従業員数（人） －  631  534
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当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

  

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

提出会社の状況 

 （注）１ 従業員数は、就業人員数であり、臨時雇用者数は当第３四半期会計期間の平均人員を（ ）外数で記載して

あります。 

２ 従業員数が当第３四半期会計期間において20名増加しておりますが、これは主に有料老人ホームの事業拡大

によるものであります。 

  

  平成20年12月31日現在

従業員数（人） 631  (710)
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当社は生産を行っていないため、該当事項はありません。 

(2）受注実績 

 当社は受注を行っていないため、該当事項はありません。 

(3）販売実績 

 当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。なお当社は一般顧客を

対象とした介護サービス事業ですので、特定の販売先等はありません。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

事業部門別 
当第３四半期会計期間

（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

前年同期比（％）

デイサービス事業   （千円）  744,223 － 

施設サービス事業   （千円）  893,547 － 

在宅サービス事業   （千円）  171,537 － 

   合計     （千円）  1,809,308 － 
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    当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

 (1）業績の状況 

 当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、アメリカ発の世界的な金融危機の影響による実体経済の減速が顕著

となり、原油価格や原材料価格の高騰等は一段落したものの、企業収益や設備投資、個人消費は下降線を辿り、多く

の業種で企業業績の下方修正や非正規雇用の人員整理が相次ぎ、景気の先行きは、いっそう厳しさを増す状況になり

ました。 

 介護サービス業界では、増加の一途をたどる失業者の雇用の受け皿としての役割を果たすべく、官・民が連携して

求職者の受け入れを推進しております。しかしながら、依然として都市部における介護従事者の人材不足問題は解消

されておらず、労働条件の改善や有資格者の育成等、多くの課題を抱える厳しい状況の中、推移いたしました。 

 このような状況のもと当社は、収益面ではデイサービス事業において施設稼働率を上昇させるため、新規利用者の

獲得とサービスの向上に努めました。また、施設サービス事業では、平成20年10月と11月に有料老人ホーム２施設と

グループホーム１施設を新規開設し、積極的な営業活動を展開してまいりました。一方、利益面では、人員配置や業

務手順の見直し等、効率的な運営に取り組むことで利益率の改善に注力してまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期会計期間の売上高は1,809,308千円となり、営業利益は33,787千円、経常利益は26,219

千円、四半期純利益は12,443千円となりました。 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期会計期間末に比べ

123,508千円増加し529,288千円となりました。また、当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローは次のと

おりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、60,995千円となりました。その主な内訳は、収

入要因として、税引前四半期純利益の増加26,056千円、減価償却費61,096千円、支出要因として、賞与引当金の減少

92,819千円、売上債権の増加額33,834千円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における投資活動の結果、支出した資金は、74,650千円となりました。その主な内訳は、支

出要因として、有形固定資産の取得による支出40,848千円、差入保証金の差入による支出53,440千円、預り保証金の

返還による支出12,600千円、収入要因として、預り保証金の受入による収入36,629千円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における財務活動の結果、獲得した資金は、137,162千円となりました。その主な収入要因

は、短期借入金の増加300,000千円、長期借入金の増加100,000千円、支出要因として、短期借入金の返済による支出

140,000千円、長期借入金の返済による支出122,835千円であります。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 当第３四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期会計期間において、新規に取得した主要な設備は、次のとおりであります。 

 （注） 1.「ラ・ナシカあさひかわ」「ラ・ナシカこまつがわ」の投資額には、敷金及び保証金・建設協力金を含んで

おります。 

     2.上記金額には消費税等が含まれておりません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却、売却等の計画はありません。  

  

事業所名 
（所在地） 

設備の内容 
投資額
(千円） 

資金調達方法 取得時期 備考

ラ・ナシカあさひかわ 

（北海道旭川市） 

有料老人ホーム 

建物（賃借） 
 54,145 借入金 平成20年10月  －  

ラ・ナシカこまつがわ 

（東京都江戸川区） 

有料老人ホーム 

建物（賃借） 
 118,479 借入金 平成20年11月 

あおぞらの里グルー

プホーム小松川併設 

2009/02/16 15:27:5808529347_第３四半期報告書_20090216152714



①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  20,000,000

計  20,000,000

種類 
第３四半期会計期間末 
  現在発行数（株） 

（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日） 

上場金融商品取引所名 
又は登録認可金融商品 

取引業協会名 
内容

普通株式  5,738,000  5,738,000 ジャスダック証券取引所 
単元株式数 

100株 

計  5,738,000  5,738,000 ─ ─ 

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【ライツプランの内容】 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 

発行済株式 

総数増減数 

（株） 

発行済株式 

総数残高

（株） 

資本金増減額

（千円） 

資本金残高

（千円） 

資本準備金 

増減額 

（千円） 

資本準備金 

残高 

（千円） 

 平成20年10月１日
～平成20年12月31日 

 －  5,738,000  －  432,280  －  308,030

（５）【大株主の状況】 

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。 

  

（６）【議決権の状況】 

  平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － 単元株式数100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,737,900  57,379 同 上 

単元未満株式 普通株式        100 － 
一単元（100株） 

未満の株式 

発行済株式総数  5,738,000 － － 

総株主の議決権 －  57,379 － 

  平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 － －  －  －  －  －

計 －  －  －  －  －

２【株価の推移】 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  249  255  270  255  248  224  223  225  275

最低（円）  226  224  230  215  195  181  157  178  171

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】 

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 529,288 328,950

売掛金 1,207,888 1,068,441

前払費用 71,399 59,229

繰延税金資産 157,785 91,080

その他 1,503 738

貸倒引当金 △9,594 △6,140

流動資産合計 1,958,271 1,542,300

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,925,846 1,133,691

土地 1,288,356 1,027,417

その他（純額） 173,500 250,860

有形固定資産合計 ※1  3,387,703 ※1  2,411,970

無形固定資産 20,656 17,994

投資その他の資産   

投資有価証券 92,496 93,801

長期前払費用 108,309 101,387

敷金及び保証金 928,426 966,628

繰延税金資産 52,305 150,601

その他 40,349 2,270

投資その他の資産合計 1,221,887 1,314,689

固定資産合計 4,630,247 3,744,654

資産合計 6,588,518 5,286,954

2009/07/21 11:50:2608529347_株式会社シダー_第３四半期報告書



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 132,184 103,615

短期借入金 1,640,000 1,270,000

1年内返済予定の長期借入金 584,928 513,284

未払金 95,400 48,160

未払費用 129,876 113,914

未払法人税等 12,700 18,976

賞与引当金 35,226 106,861

その他 64,609 27,504

流動負債合計 2,694,924 2,202,316

固定負債   

長期借入金 2,673,158 1,948,539

退職給付引当金 129,533 121,182

長期預り保証金 189,058 149,063

固定負債合計 2,991,749 2,218,784

負債合計 5,686,673 4,421,100

純資産の部   

株主資本   

資本金 432,280 432,280

資本剰余金 308,030 308,030

利益剰余金 161,534 125,543

株主資本合計 901,844 865,853

純資産合計 901,844 865,853

負債純資産合計 6,588,518 5,286,954
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（２）【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

売上高 5,229,679

売上原価 4,812,295

売上総利益 417,383

販売費及び一般管理費 ※2  320,562

営業利益 96,820

営業外収益  

受取利息 5,323

雑収入 11,746

営業外収益合計 17,069

営業外費用  

支払利息 35,620

雑損失 3,542

営業外費用合計 39,163

経常利益 74,727

特別損失  

固定資産除却損 163

特別損失合計 163

税引前四半期純利益 74,563

法人税、住民税及び事業税 6,981

法人税等調整額 31,591

法人税等合計 38,572

四半期純利益 35,991
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【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成20年12月31日) 

売上高 1,809,308

売上原価 1,673,879

売上総利益 135,429

販売費及び一般管理費 ※2  101,641

営業利益 33,787

営業外収益  

受取利息 1,848

雑収入 4,142

営業外収益合計 5,991

営業外費用  

支払利息 13,425

雑損失 134

営業外費用合計 13,559

経常利益 26,219

特別損失  

固定資産除却損 163

特別損失合計 163

税引前四半期純利益 26,056

法人税、住民税及び事業税 2,421

法人税等調整額 11,191

法人税等合計 13,612

四半期純利益 12,443
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 74,563

減価償却費 166,849

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,453

賞与引当金の増減額（△は減少） △71,635

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,351

受取利息及び受取配当金 △5,323

支払利息 35,620

投資事業組合運用損益（△は益） 1,305

有形固定資産除却損 163

売上債権の増減額（△は増加） △139,446

仕入債務の増減額（△は減少） 28,568

その他 47,058

小計 149,529

利息及び配当金の受取額 300

利息の支払額 △34,965

法人税等の支払額 △7,916

営業活動によるキャッシュ・フロー 106,947

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,125,114

無形固定資産の取得による支出 △5,441

差入保証金の差入による支出 △98,052

差入保証金の回収による収入 98,252

敷金の差入による支出 △45,077

敷金の回収による収入 64,109

預り保証金の返還による支出 △37,470

預り保証金の受入による収入 75,965

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,072,829

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 900,000

短期借入金の返済による支出 △530,000

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △403,737

配当金の支払額 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,166,219

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 200,337

現金及び現金同等物の期首残高 328,950

現金及び現金同等物の四半期末残高 529,288
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該当事項はありません。 

  

  

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 

  
当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

固定資産の減価償却費の算定

方法  

 定率法を採用している資産については、

事業年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

該当事項はありません。 
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【注記事項】 

（四半期貸借対照表関係） 

当第３四半期会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、783,499千円で

あります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、641,587千円で

あります。 

（四半期損益計算書関係） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

給料手当   78,242 千円 

当第３四半期会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

給料手当   26,251 千円 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第３四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

 現金及び現金同等物の範囲と現金及び預金勘定は一致

しております。 
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当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12

月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

該当事項はありません。  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。   

４．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

該当事項はありません。   

（2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となる

もの 

該当事項はありません。   

  

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。 

  

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。  

  

当社は、持分法を適用する関連会社が存在しないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（株主資本等関係） 

普通株式  5,738千株 

（有価証券関係） 

（デリバティブ取引関係） 

（持分法損益等） 

（ストック・オプション等関係） 

（企業結合等関係） 

 該当事項はありません。 
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

     該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報） 

当第３四半期会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額  157.17 円 １株当たり純資産額  150.90 円

当第３四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。 

１株当たり四半期純利益金額  6.27 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。 

１株当たり四半期純利益金額  2.17 円

  
当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  35,991  12,443

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  35,991  12,443

期中平均株式数（千株）  5,738  5,738

（重要な後発事象） 

（リース取引関係） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リ

ース取引残高が前会計年度末に比べて著しい変動が認め

られます。 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び残高相当額 

  
取得価額 
相当額 

（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

残高
相当額 
（千円） 

有形固定資産    1,027,517  117,027  910,490

無形固定資産   16,750    11,587   5,163

（注） 取得価額相当額は、従来、支払利子込み法に

より表示しておりましたが、重要性が増したた

め当会計年度から利息法による表示に変更して

おります。 

なお、支払利子込み法により算定した金額は

次のとおりであります。 

  
取得価額 
相当額 

（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

残高
相当額 
（千円） 

有形固定資産  2,482,931  128,355  2,354,576

無形固定資産  16,750  11,587  5,163
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当第３四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

(2）未経過リース料残高相当額 

１年内      千円47,406

１年超 千円872,428

合計 千円919,834

（注） 未経過リース料残高相当額は、従来、支払利

子込み法により表示しておりましたが、重要性

が増したため当四半期会計期間から利息法によ

る表示に変更しております。 

 なお、支払利子込み法により算出した金額は

次のとおりであります。 

１年内      千円122,738

１年超 千円2,237,000

合計 千円2,359,739

(3）四半期会計期間及び四半期累計期間に係る支払リ

ース料、減価償却費相当額、支払利息相当額 

  会計期間 

(千円) 
  累計期間 

(千円) 

支払リース料 27,379  50,325

減価償却費相当額 16,499  40,456

支払利息相当額 15,508  15,508

(4）四半期会計期間及び四半期累計期間の減価償却費

相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。 

(5）四半期会計期間及び四半期累計期間の利息相当額

の算定方法 

 リース料総額とリース物件の取得価額相当額との

差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。 

  

２【その他】 

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月９日

株式会社シダー 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 藤田 和子  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 本野 正紀  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 中野 宏治  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シダ

ーの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第２８期事業年度の第３四半期会計期間（平成２０年１０月１

日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）

に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シダーの平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了

する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

  

  

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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